
【本計画の策定趣旨】

【これまでの計画からの主な変更点】

【本計画の期間】

【本計画の概要】

飯山市過疎地域持続的発展計画（案）概要版

　長野県が定めた「過疎地域持続的発展方針」に基づき、過疎地域の振興のための目標や対策を示すとともに、目標達成に向けた事業の円滑的な実施を図るため、市町村においては、「過疎地域持続的発展市町村計画」を策定することとさ
れています。当市においても本計画を策定し、持続的な発展を目指すため、地域の活性化に向けた取り組みを推進します。

・これまでの項目に加えて、新たに「人材確保・育成」、「情報通信技術の活用」、「再生エネルギーの利用推進」の項目が追加となりました。（新過疎法第4条）
・各項目に、「公共施設等総合管理計画」との整合が追加となりました。（新過疎法第8条第6項）
・各項目に、目標の設定が追加となりました。（新過疎法第8条第2項第2号）
・産業の振興の項目に、「産業振興促進事項」が追加となりました。（新過疎法第8条第4項）

　令和３年度から令和７年度までの５年間とする。
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自然共生による新しい価値観の発信
インターネットや当市ならではの素材及び資源を活用

し、情報発信を行う。また、オンライン化を推進すると

共に、自然と共生する暮らしや価値観を発信する。

飯山の四季の美しさを活用したまちづくり
豊かな自然と調和した信州の北の玄関口として、北陸

飯山駅周辺と拠点施設の整備・利活用を進め、産業の振

興につなげる。

高速交通網による交流の促進
春夏秋冬楽しめる観光リゾート地域の形成を目指すた

め、広域連携を更に強化し、当市の魅力向上を図る。ま

た、各関係団体と連携し、アウトドアアクティビティ等

を推進することで、交流人口や観光人口の拡大を図る。

地域産業おこしと若者定住

北陸新幹線飯山駅開業を契機として、地域の特色ある

素材や資源を活かし、産業の活性化を図る。また、地域

おこし協力隊制度を活用し、地域のブランドの創造など

のPRを行い、地域活性化を推進する。

たくましさと郷土愛を育てる教育

保育園・幼稚園・小中学校・高校が連携し、学力向上

に向けた取り組みを進めると共に、ICT教育にも力を入

れ、将来を担う若者を育成する。また、観光分野とも連

携し、当市の伝統文化の発信やツーリズムの推進を強化

するほか、今後も引き続き、男女共同参画社会づくりを

推進する。

子どもから高齢者まで安心して暮らせるまち

年代に応じた健康指導や各種検診等を実施する。また、

安心して子どもを産み育てる環境づくりを推進し、市内

外に子育てのまちを積極的にPRする。更に、災害時相互

応援協定等に基づく地域間連携の強化を行い、大規模災

害に対する備えを万全なものとする取り組みを推進する。

２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成
〇北陸新幹線飯山駅を起点としたまちづくり 〇移住定住 〇住宅 〇地域間交流

〇人材育成 〇公共施設等総合管理計画等との整合

３ 産業の振興
〇農林業 〇商業 〇工業 〇観光 〇産業振興促進事項

〇公共施設等総合管理計画等との整合

４ 地域における情報化
〇デジタル化における施設等の整備 〇公共施設等総合管理計画等との整合

５ 交通施設の整備、交通手段の確保
〇国・県道 〇市道 〇くらしと交通安全 〇公共交通

〇公共施設等総合管理計画等との整合

６ 生活環境の整備

〇上水道事業・簡易水道事業 〇下水道事業 〇合併処理浄化槽 〇ごみ処理

〇し尿処理 〇消防・防災 〇景観形成 〇公園

〇公共施設等総合管理計画等との整合

７ 子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進

〇高齢者福祉 〇児童福祉（子育て支援）〇障がい者福祉 〇生活困窮者対策

〇公共施設等総合管理計画等との整合

８ 医療の確保
〇医療施設 〇その他 〇公共施設等総合管理計画等との整合

９ 教育の振興

〇学校教育 〇社会教育 〇公共施設等総合管理計画等との整合

１０ 集落の整備

〇集落の整備 〇公共施設等総合管理計画等との整合

１１ 地域文化の振興等
〇地域文化の振興 〇芸術文化の振興 〇公共施設等総合管理計画等との整合

１２ 再生可能エネルギーの利用の推進

〇自然エネルギーの活用 〇未利用バイオマスの利活用

〇公共施設等総合管理計画等との整合

１３ その他地域の持続的発展に関し必要な事項

〇DX(デジタル・トランスフォーメーション) 〇SDGs(持続可能な開発目標）

〇多極ネットワーク型コンパクトシティ

〈基本理念〉
〈基本的方向〉

〈施策展開〉

〈飯山市第５次総合計画〉

１ 基本的な事項
〇概況 〇人口及び産業の推移と動向 〇行財政の状況 〇基本方針 〇基本目標

〇計画の達成状況の評価に関する事項 〇計画期間

〇公共施設等総合管理計画との整合

〈飯山市過疎地域持続的発展計画〉



【事業計画（令和3年度から令和7年度）※ハード事業については黒字、ソフト事業については赤字としている。】
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住宅屋根克雪化事業

移住・定住推進事業

さわやか婚活応援事業

定住支援事業

２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成

若者住宅整備事業

飯山市移住定住促進住宅整備事業

市営住宅整備事業

新たな小学校づくり事業住宅耐震対策事業 市道舗装修繕事業

５ 交通施設の整備、交通手段の確保

市道舗装修繕事業

市道改良事業

流域治水対策推進事業

公共下水道ストックマネジメント事業

学力向上総合対策事業

ジュニアスポーツ振興事業

体育施設整備事業

結婚新生活支援事業

移住支援事業

かわまちづくり事業

飯山市企業誘致・移住支援事業

市単公共下水道事業（飯山市）

橋りょう整備事業

除雪機械整備事業

公共下水道市街地雨水排水対策事業

城山雨水排水ポンプ場整備事業

８ 医療の確保１ 基本的な事項

交付金道路新設・改良事業

都市計画環境整備事業

観光施設整備事業

都市公園等施設整備事業

３ 産業の振興

起業支援ネットワーク推進事業

道の駅拡張整備事業

桜広場交流施設拡張整備事業

まち並整備事業

農業集落排水特環編入事業

下水道施設（雨水）耐水化事業

農業集落排水公共編入事業

下水道施設（汚水）耐水化事業

エコパーク寒川基幹的設備改良事業（飯山市負担分）

岳北広域負担金（消防費）

無医地区出張診療所事業

地域中核医療機関支援事業

地域中核医療機関支援事業（医療機器支援）

９ 教育の振興

図書館環境整備事業

４ 地域における情報化

自転車活用推進事業

防災対策整備事業

防災・減災対策事業

消防防災施設整備事業

７ 子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進

公共下水道耐震化事業

飯山市DX推進事業

中学校施設整備事業

スクールバス整備事業

小学校施設リニューアル整備事業

第82回国民スポーツ大会（カヌー（スプリント）競技・ス
キー競技）開催事業

小中学校ICT教育推進事業

北部児童センター（仮称）

医療給付事業

１１ 地域文化の振興等

飯山城址整備事業

１２ 再生可能エネルギーの利用の推進

自然エネルギー活用事業

生活排水系汚泥・未利用バイオマス利活用事業

１０ 集落の整備

持続可能な集落活動事業

輝く地域づくり支援事業

１３ その他地域の持続的発展に関し必要な事項

協働のもりづくり事業

CATV整備事業

６ 生活環境の整備

特環ストックマネジメント事業


